
当院は次亜塩素酸⽔を採⽤しています
次亜塩素酸ナトリウム⽔は⼀切使っていません

次亜塩素酸ナトリウム⽔をお勧めしない理由
⾃作での次亜塩素酸ナトリウム⽔の作成は危険です。

詳しくは裏⾯に記載しています

特許製法次亜塩素酸⽔ ジーミスト



トリハロメタンは、
中枢機能低下、肝機能や腎機能への影響のほか、
発ガン性や催奇形性についても指摘されており、
妊娠初期の⼥性が⾼濃度（0.075 mg/L以上）の⽔道⽔を⼤量に飲むと
流産の率が⾼くなるとの報告もある。
厚⽣省より1981年総トリハロメタン濃度として
年間平均値0.10mg/l以下の実施が指⽰された。

フミン質は腐⾷質ともいい、
植物の枯死体が微⽣物によって分解物された分⼦量数百から
数⼗万の⾼分⼦有機物。褐⾊のフミン酸、フルボ酸等が含まれる。
フミン酸の多くは⽔道の⼀般的な浄⽔処理で除去できるが、
フルボ酸は除去できない。⽔道⽔の浄⽔過程で消毒のために
添加された塩素がフミン質と化学反応し、
有害なトリハロメタンを⽣成するとされる。

①塩素ガス発⽣装置となりうる危険性

②トリハロメタンガスの発⽣となりうる危険性

次亜塩素酸ナトリウム⽔は簡単に作れますが・・・
専⾨知識がないと⾮常に危険です。

次亜塩素酸ナトリウム+フミン質＝トリハロメタンガス

次亜塩素酸ナトリウム+酸性化合物＝塩素ガス

以上が次亜塩素ナトリウム⽔をお勧めできない理由です。

まぜるな危険の洗剤（次亜塩素酸ナトリウム⽔）で発⽣する塩素ガスには、
独特の刺激臭があります。
そしてこのガスを吸ったり触れたりすると、呼吸器や⽬、⼝腔内の組織を
破壊する作⽤があります。
ガスが発⽣したときに⽬や⿐、のどに刺激を感じるのはこのためです。
⾼濃度の塩素ガスを⼤量に吸ったりすることで塩素ガス中毒症になり、
ひどい場合には死に⾄る場合もあります。
このように、塩素ガスは危険なガスといえます。

次亜塩素酸ナトリウムは殺菌作⽤があり、⽔道⽔などにも使われていま
すが、⾮常に強い毒性も持ち合わせている物質です。


